
番号 委員 意見・質問等 区の考え方 対応状況

1 酒井委員

【不法投棄対策】

あいりん地域は減っているかもしれないが、26号線から西側は増

えている。鶴見橋商店街はごみ収集日以外も毎日捨てられている

ので、通常週2回の収集日を週4回来てもらっている。

とても私たち地域の者から見たら、ごみは減少しているとは思えな

い。

2 奥田委員

【不法投棄対策】

玉出西公園にも家庭ごみや布団などを通りすがりに捨てていかれ

る。「不法投棄禁止」の立て看板はあるが役に立っていない。何か

いい方法はないか。

3

【地域における要援護者の見守りネットワーク強化事業】

つながり名簿が災害の時に安否確認や避難所誘導に活用され

ていない。作成や更新の目標を達成したのはいいが、これをどう使

うのかというところの課題が残っている。

　つながり名簿には情報提供を本人が同意しているものと同意して

いないものの2種類がある。全市的な問題として、危機管理室と区

長会の安全環境防災部会で、同意していない名簿でも災害のレ

ベルによって情報提供できる基準をつくるなどの検討が始まってい

る。

□元年度に対応

□2年度に対応（予定）

■引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

4

【地域における要援護者の見守りネットワーク強化事業】

校区の福祉計画みたいなのを作って、自分たちで身を守る。つな

がりを持つことが、ごみ問題などさまざまなところにつながってくる。

区役所は仕組みを作るだけで、みんながするんだということを言い

続けるような存在になっていただきたい。

　ご指摘のとおり、つながりがひろがれば、ごみのポイ捨てなどもしなく

なる。みんながつながることが一番の解決方法で目指すところ。どう

すればつながりを広げていけるかを検討したい。

□元年度に対応

□2年度に対応（予定）

■引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

　　　委員からのご意見・質問と区の考え方　　　

　ごみの不法投棄に関するご意見について、その後の対応として、

鶴見橋商店街の不法投棄については、地元の取組で、民泊が原

因であることを突き止められ、民泊を所管する保健所の指導で一

定解決したと聞いている。

　玉出西公園の不法投棄については、現地を確認するとともに、

公園を所管する八幡屋公園事務所に連絡し、公園愛護会の方

も含めて、改善に向けた対応を検討すると聞いている。

　区役所としては、家庭ごみの出し方に関する機会をとらえた周知

として、10月に生活保護を受給されている全世帯に通知書を送

付する事務があり、ごみの分別や収集日などをお知らせするチラシ

も同封する予定。このチラシを契機に、ケースワーカーが家庭訪問

した際など、ごみ出しルールの周知にも取り組む。

　さらに、あいりん地域で得られた不法投棄削減に向けた経験と実

績を他の地域にも活かしていきたいと考えており、安心安全に暮ら

せるまちをめざして、引き続き取り組む。

■元年度に対応

□2年度に対応（予定）

□引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

孫委員
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番号 委員 意見・質問等 区の考え方 対応状況

5 酒井委員

【防災】

先日の吹田の事件で、各小学校に設置されている防災スピー

カーから放送が流れたが、内容が全然聞き取れない。スピーカーの

間隔を狭くするなど、聞き取りやすくしてほしい。

大阪府警と大阪市の間で協定を結んでおり、危険な事件等が

発生した場合、大阪市一斉に放送を流すこととなっている。防災ス

ピーカーは令和2年度末までに更新工事をすすめており、高出力ア

ンプ及び高性能スピーカーを採用することで明瞭かつ広範囲に届く

よう改善を図っている。ただし、ビルなどの障害物もあり、どうしても

音声が届きにくいエリアもある。音声が聞き取れなかった場合には

防災行政無線テレホンサービス（06-6210-3899）で放送した

音声をきくことができるようにしている。

□元年度に対応

■2年度に対応（予定）

□引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

6 吉村委員

【西成特区構想】

エリアリノベーションビジネス、ストック再生モデル、インクルージョン

など、事業内容がイメージしにくい。キャッチフレーズを見たときにみん

なにイメージを持ってもらえるような名称を考えていただきたい。

　まちづくりビジョン有識者提言の内容を踏まえて名称を活用した。

区民に親しみやすくわかりやすい言葉を今後考えていきたい。

□元年度に対応

□2年度に対応（予定）

■引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

7 松本委員

【西成特区構想の事業者選定】

総合評価入札制度などを活用して、地域の労働者の方とか障

がい者の方とか、ちょっと応援の要る方を雇用した場合に点数を加

点して、働く場所をつくっていくということを西成特区構想の中で検

討していただきたい。

8 孫委員

【西成特区構想の事業者選定】

大阪府が大阪の福祉化というスローガンを挙げてやっていること

に、我々が乗っていくというのは当たり前の話。西成特区構想もそう

いう観点を持つと、独自性とか特殊性が出ていいと感じた。ぜひ採

用していただきたい。

　総合評価型という政策型の一般競争入札は大阪市も何年か

前からやっている。西成特区ということで環境的には絞り込めるかも

しれない。福祉的な観点と競争性という観点をあわせた選定方法

を今後検討していきたい。 □元年度に対応

□2年度に対応（予定）

■引き続き検討

□対応困難または不可

□その他
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1 奥田委員

【地域における要援護者見守りネットワーク強化事業】

　これは西成区社会福祉協議会がやっているのか。

　町会に入っていない方ばかりで、委員さんも見守りをしにくいと言っ

ている、何かいい方法はないか。

西成区社会福祉協議会に委託している。できるだけ多くの方に登

録していただこうと動いている。地域の方にもご尽力いただき、いろんな

方のお力をかりながらやっているが、実態はなかなか行っても会えない

状態。

地域の方と登録されている方で面識がない方も多くおられるので、

名簿の方々をマップで示したり、面識ある方をワークショップで確認し、

町会に入ってない方やマンションの入居者さんに見守り相談室の担当

者と連携し訪問したり、地域のイベントのチラシや広報物を届けて声

掛けを行っている。

そうした地域の活動をベースに、つながりの無い方とどう繋がっていく

か、取り組みを始めている状況。

□元年度に対応

□2年度に対応（予定）

■引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

2 孫委員

【地域における要援護者見守りネットワーク強化事業】

登録するのが目的ではない。集めた情報をどれだけ有効活用す

るのかというところ。見守り対象への情報提供が多様化することに

よって多様なアプローチが起こって、活動の場とか見守りの機会とか

がふえてくる。情報の出し方や保護・管理を注意してもらうということ

は当然前提で、情報提供のあり方をもう少し検討していったらどう

か。

　ご指摘のとおり、名簿に登録することが目的ではなく、情報提供のあ

り方が重要。

　地域によって情報提供している団体や組織は異なり、まだまだ、名

簿を活用した見守りが十分であるとはいえない状況。

　現段階では、地域以外の団体には（包括支援センター等）情報

提供できないなど制約があるが、情報提供のあり方等については、今

後の課題であると認識している。

□元年度に対応

□2年度に対応（予定）

■引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

3 酒井委員

【不法投棄対策】

新今宮の駅前はポイ捨てしたような食べかすとか缶とかがたくさん

あった。新今宮の駅前は西成区の顔として中心であると思う。労働

センターのほうはきれいに掃除してあったが、なぜ新今宮の駅前の

ほうは掃除が行き届いていないのか。

特別清掃は実施していると聞いており、時間帯もあるかと思う。ま

た、例えば観光客等がポイ捨てしているということもあるので、啓発もあ

わせて実施していきたいと考えている。

□元年度に対応

□2年度に対応（予定）

■引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

　　　委員からのご意見・質問と区の考え方　　　

第２回西成特区構想部会（令和元年7月31日開催）

3 / 4 



番号 委員 意見・質問等 区の考え方 対応状況

4 孫委員

【西成版サービスハブ構築・運営事業】

生活保護受給者の就労支援の場に福祉施設を活用してはどう

か。福祉施設には作業がたくさんある。以前一人の生活困窮の方

を受け入れて、今は立派に働いているという成功事例もある。

サービスハブについては今年度からの新規事業で、３年間を目途で

事業構築ということを考えている。あいりん地域を中心とした中間就労

を含む就労先とかボランティア先の受け入れということで、支援に対す

る新たな資源の発掘も含んでいる。今年の８月から事業がスタートす

るので、委員の意見も踏まえて対応していきたい。

■元年度に対応

□2年度に対応（予定）

□引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

5

【結核対策】

一つの新しい傾向として、外国から来られている方で働いたり、留

学している方、特にアジア方面で結核罹患率の高い国から来られ

ている方が、こちらに来られて発症した例がふえている。もともと西成

特区の結核健診は、あいりん地区の対策がメインであると考えてい

るが、そういう外国から来られるような方に対しても、結核健診を適

用していったらいいのではないか。

外国人就労者や留学生の結核患者が増えてきている実態があ

り、保健所では日本語学校への結核健診を実施したり、医療通

訳の導入により患者支援に努めている。

健診を受ける機会のない外国人就労者や留学生については、こ

れまでどおり西成特区健診で対応できることとしている。

■元年度に対応

□2年度に対応（予定）

□引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

6

【新たなにぎわいづくり】

　西成でも外国の観光客も増えて、ライブハウスとかもたくさんできて

いる。また、大阪フィルが大阪クラシックというのをいつも市民参加型

の音楽会をやっている。音楽に限らずとも芸術系やパフォーマンスな

ど、そういうのを区内のいろんな会場でイベントができればおもしろ

い。

大阪フィルに関しては区内の小・中学校を回って、実際にプロの

方の音楽を子供たちが聴ける出前教室をおこなっている。

また、現代アートでは旧の今宮小学校を借りてブレーカープロジェ

クトということで、焼き物や畑の作業など、子供たちがプロの方の指

導のもとでやっている。

西成区には隠れたさまざまな資源や魅力もあるというところを、情

報発信し、西成のイメージアップにつなげていけるよう、工夫を凝ら

した広報を行っていく。

■元年度に対応

□２年度に対応（予定）

□引き続き検討

□対応困難または不可

□その他

吉村委員
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